
 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 卒業証書授与式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 第６９期卒業生７５名の卒業証書授与式を行いました。まず、７５名

の卒業生一人一人に、校長から卒業証書が手渡されました。 

校長式辞では、「飯南高校での“あたりまえの一日”を支えたのは皆

さんのご家族。そして、飯南町や地域の支援によってあらゆる活動が充

実したものになったことは忘れてはならない。皆さんは、ふるさとがあ

るから外の世界に羽ばたけます。」と伝えられました。また、「自分の人

生や周りに期待する生き方ではなく、人生や周りが卒業生に期待する生

き方をしてくれることを望む」という意味で、【Noblesse oblige！】と

いう言葉が送られました。 

その後、ＰＴＡ会長の長谷川孝志様、飯南町長の山碕英樹様から、祝

辞として温かい激励の言葉をいただきました。 

在校生代表として、生徒会長の井上暢倭さんが送辞を行いました。鵬

雲祭で３年生が後輩を力強く引っ張ってくれたエピソードを話し、「自

分達も良き伝統を受け継ぎ、より良い学校に発展させる」という決意を

語ってくれました。 

  答辞は、卒業生代表の岡野蓮さんが行いました。その中で、仲間との

絆を強く感じたとして、岡野さんも鵬雲祭のエピソードを挙げていまし

た。学校全体が、鵬雲祭のスローガン【Be Together as One】のように

心が一つになった行事だったことが分かりました。また、感謝の気持ち

を伝えたい人がたくさんいると、先生方や在校生、家族等に向けて熱い

思いが述べられました。感謝の気持ちを今後の姿で返そうと、「それぞ

れがなりたい自分を目指し、努力を惜しまない」ことを誓いました。 

式後は、各教室で卒業生一人一人が高校生活を振り返り、今の思いを

クラスメイトや保護者の方に伝えていました。涙あり、笑いありで、名

残惜しくもありながら、和やかな雰囲気の中で最後のホームルームを終

えました。そして、ホームルームが終わると同時に、廊下で待っていた

後輩達が卒業生に感謝の気持ちを伝えており、学校全体の繋がりの強さ

を改めて感じた一日でした。 

卒業おめでとうございます！ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木次のチェリヴァホールで行われたこのセミナー

は、雲南管内の５つの高校を対象としており、本校か

らは４月から就職予定の１３名が参加しました。  

セミナーでは、ビジネスマナーや職場のコミュニケ

ーションについて、税金や社会保険、労働法について

等、２日間に渡って様々な内容を学びました。その中

で、先輩社会人の体験談をお聞きして働く姿をイメー

ジしたり、名刺交換や電話対応等では実践を通して学

んだりしました。  

 仕事を円滑に進める上  

で大切な社会人としての  

心構えや知識を習得し、  

春からの就職に向けての  

第一歩となりました。  

 中高一貫教育の一環として、赤来中学校・頓原中学

校に飯南高校の教員が出かけ、ＴＴ（チームティーチ

ング）授業を行っています。中学校の教員と高校の教

員が連携・協力して授業を展開し、生徒理解や一貫し

た生徒指導に繋げています。英語・数学・国語の３教

科が毎週ＴＴ授業を行っているのに加え、地歴公民や

理科、国語は年に数回出前授業を実施しています。  

２月は、地歴・公民科の教員が赤来中学校・頓原中

学校に出かけ、出前授業を行いました。地歴科の授業

では、世界の主食（今回は米と小麦）の生産地域の特

徴を地図や表を使って調べました。  

 卒業式前日に、生徒会役員を中心に「３年生を送る

会」を行いました。始めに、吹奏楽部から演奏のプレゼ

ントがあり、途中からは演奏に合わせた野球部のパフ

ォーマンスに教員も加わり、盛り上がりました！  

次に、写真で卒業生の３年間を振り返り、ビデオメッ

セージでは部活動の後輩から先輩に感謝の気持ちを伝

えました。転任された先生方からもたくさんの温かい

メッセージをいただきました。  

教職員からは３年生担任を中心に、歌♪【友】を送り

ました。卒業生・在校生も立ち上がり、会場全体での大

合唱となりました。  

 最後は、卒業生が夢や抱負と共に一人ずつ写真で映

し出されました。生徒会が考え、工夫を凝らして作った

プログラムや記念品を通して、卒業生に感謝の気持ち

がしっかりと届いたのではないかと思います。  

卒業生を代表して、片地穂香さんが「たくさんの人

と出会い、たくさんのことを学んできた」と話し、３年

間を振り返りました。そして、１～３年生に向けてエー

ルを送りました。挨拶の最後に、「私達の進路を自分の

事のように喜んでくれる先生方のいる飯南高校に通え

て幸せだった。こんなにすてきな仲間がいる学校生活

は本当に充実した素晴らしいものだった。」と心の内に

ある気持ちを自分の言葉で率直に伝えてくれました。  

卒業後、それぞれ歩む道は違いますが、ここ飯南の地

で培ったことや仲間がいることを忘れず、自分らしく

活躍してくれることを期待しています。  

 平成３０年度鵬雲会（卒業生会）入会式を行い、第

６９期生７５名が新たに鵬雲会会員として入会しまし

た。  

始めに、小野覺会長から歓迎の挨拶をいただき、卒

業記念品が贈呈されました。その後、卒業生代表とし

て片石桃花さんが、「３年間、私たち卒業生を見守り続

けてくださった全ての方々に感謝している。」「母校の

更なる発展のために力を尽くしていきたい。」と感謝の

気持ちを述べると共に、決意を表明しました。  

 ３年生の出校日を活用し、様々な研修を行いまし

た。その一つとして、赤来ライオンズクラブから安部

和昭さんに来ていただき、「薬物乱用防止教室」を行い

ました。卒業後、町を出る多くの卒業生に対して、身

近な危険となりうる薬物について啓発してください

ました。  

脳の破壊や依存性、犯罪にも繋がる薬物の怖さはも

ちろんのこと、「自分の命を大切にしてほしい」という

メッセージを何度も伝えてくださいました。自分の命

だけではなく、他人の命も巻  

き込む可能性のある薬物に対  

して、正しい知識や断る勇気  

を持つこと、相談する大切さ  

を学びました。  

 本校では、学期ごとに人権週間を設け、様々な人権

問題について考えて人権意識を高めてきました。その

集大成として今回の講演会を設けました。  

講師には、２年前の人権・同和教育講演会にも来て

くださった三浦成人さんを再度お招きしました。三浦

さんは、今回もご自身の経験をもとに話をしてくださ

り、３年生は前を見てとても真剣に聞いていました。

心で感じ、自分と向き合う時間となったようです。  

生徒からは、「今自分達が当たり前に生活できてい

ることは、誰かの支えがあってこそだと考えることが

できた。自分もこの先、どんな困難があっても逃げず  

に立ち向かっていきたいと思った。これから社会に出

て、たくさんの人に関わると思うが、相手を思いやる

気持ちを忘れずにいたい。」「知らなかった、分からな

かったと言わないように、様々なことを知っていくべ

きだと思った。これまでの人権教育で学んできたこと

を意識しながら社会の一員として生活していきたい

と思う。そして、自分らしく、自分のやりたいこと、

好きなことをやっていきたいと思う。」等、新しい生

活に向けての感想がたくさんありました。  

積み重ねてきた人権・同和教育の学びを大切にし

て、社会に出た後の生き方や正しい行動に繋げていっ

てほしいと思います。  

 高校での授業の特徴や大学入試も見据えての問題

を紹介しながら、資料を見て考察する学習を体験して

もらいました。高校の授業の雰囲気の一片を知り、関

心を高めてもらう機会になりました。今後も、両中学

校と指導の連携を図っていこうと思います。  



 ２月下旬、学校関係者評価委員会を開催

し、今年度の学校評価を終えました。 

今後本校ホームページに結果を掲載し

ますので、ご覧ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾３月号 平成３１年３月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第６８回全国高等学校スキー大会 

（場所：秋田 花輪スキー場） 

◆アルペン競技 

【男子大回転】小玉 千陽 （３年） ８６位 

【男 子 回 転】小玉 千陽 （３年） ７６位 

【女 子 回 転】岩谷 まどか（３年） 出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆クロスカントリー競技 

【男子クラシカル】那須 泉希（１年）１５１位 

         吉中  卓（２年）１６３位 

【女子クラシカル】福間 青空（１年） ５１位 

【男 子 フ リ ー】那須 泉希（１年）１３６位 

         吉中  卓（２年）１６５位 

【女 子 フ リ ー】福間 青空（１年） ６０位 

第７４回国民体育大会冬季大会スキー競技会 

（場所：北海道 白旗山競技場） 

◆クロスカントリー競技 

【少年男子クラシカル】那須 泉希（１年）１１０位 

【少年女子クラシカル】福間 青空（１年） ３８位 

第３１回全国高等学校選抜スキー大会 

（場所：長野 野沢温泉スキー場） 

◆クロスカントリー競技 

【男子クラシカル】那須 泉希（１年） ６４位 

【女子クラシカル】福間 青空（１年） ５１位 

【男 子 フ リ ー】那須 泉希（１年）１６２位 

【女 子 フ リ ー】福間 青空（１年） ６４位 

第２４回中国高等学校ハンドボール新人大会 

【２回戦】 飯南 ２３－３９ 岡山工業高校 
 今年も、赤名短歌会合同歌集『ふじつる』

第十三集に、３年生が作った短歌を掲載し

ていただきました。卒業を間近に控えた生

徒が、高校生活での思い出や、新しい生活

に向けての心情などを綴っており、町内の

小中学校の最高学年の作品も一緒に掲載さ

れています。 

 短い歌の中に、“今”だからこそ生まれた

表現が詰まっています。 

 

３月２９日（金）朝閉寮（～４月５日夕方） 

４月 ８日（月）始業式 

９日（火）入学式・入寮式 

１０日（水）新入生オリエンテーション 

１１日（木）学習方法ガイダンス 

２６日（金）試験発表 


